
ホンダワラが疎生し、
藻場が再生しつつある。

混生藻場である。2014 年、2015 年調査
とも分布傾向は同様で、水深１～３ｍ程
度の浅場はマコンブが、それ以深はワカ
メが優占し、浅場には紅藻のアカバやマ
ルバツノマタ等が生育していた。2014 年
には一時的にウスバアオノリとナガアオ
サ等のアオサ類が大量発生した。

足島は「陸前江ノ島のウミネコ
およびウトウ繁殖地」として国
の天然記念物に指定されてお
り、2015 年の時点では、両種
のほか、オオミズナギドリの営
巣地も確認された。近年ではド
ブネズミによる希少鳥類への影
響が危惧されている。震災後は、
津波等によって植生の変化がみ
られたものの、海岸線の植生被
度はほとんど変わらず、震災の
直接的な影響は少なかった。

江島を中心とする
江島列島には、オ
オミズナギドリ、
ウトウのほか、オ
オワシ、オジロワ
シ等の希少な渡り
鳥が飛来する。

鳴き砂の浜。多くの砂丘植物が生息し、ハマボ
ウフウ等、希少な植物もみられる。

大規模盛土と護岸整備を含む「復興まちづくり」
工事着手前に自然環境調査が実施され、希少種の
保全対策（希少植物の移植、猛禽類生息への配慮）
がなされた。

岩礁性の海岸沿いに良好な藻場のまとまりが
分布する。海域ネットワークの拠点、魚類の
産卵場、稚魚の育成場として、仙台湾沿岸で
特に貴重な場所である。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."
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 おな がわ こう

女川港

生態系監視調査（藻場）

 えの しま

江島

 あし じま

足島

生態系監視調査（海鳥）
 なつ はま

夏浜

 おお がい ざき

大貝崎

   こ     や   どり  はま

小屋取浜

ポケットビーチに岩礁性の藻場から砂浜、砂
丘植生、残存樹林へのまとまりがみられ、海
域から陸域のネットワークとして重要な場所
である。

 おお はま

大浜地区

くろ しま

黒島

石巻湾沿岸のクロマツ林（特定植
物群落）のうち、石巻湾東部の林
では津波の影響は軽微であった。
階層構造を保ちかつ後背湿地を伴
うという点で、震災後残存した樹
林の中でも特に貴重な林であるた
め、造成等を避けるよう学識者よ
り要望されている。

 まん ごく うら

万石浦

震災前はマツナの群落があったが、
2015 年調査時はわずかな個体が残る
のみであった。トキワアワダチソウ等
の帰化植物の被度が高くなっている。

アマガイ（分布北限域）や、ヒナ
ユキスズメ（宮城県初記録）等の
希少な干潟の生物が確認された。

底生動物の多様性の高いエリアで
あったが、地盤沈下で干潟はすべて
水没し、護岸復旧工事が行われた。
アサリ漁場が造成されたため、岸辺
に砂泥が堆積するようになれば今後
底生動物が回復する可能性がある。

底生動物の多様性の高いエリアで
あったが、地盤沈下で干潟はすべて
水没し、護岸復旧工事が行われた。
アサリ漁場が造成されたため、岸辺
に砂泥が堆積するようになれば今後
底生動物が回復する可能性がある。

震災後、2014 年まではアマモ場の局所的な回
復が報告されていたが、2015 年の船上目視観
察では、水深 50cm 以浅の広い範囲において、
アマモ（被度 100％）が分布していた。高被
度のアマモ場はこれまでアサリ漁場だった区
域にも出現している。また、アマモの被度は
高くなったものの、花枝は確認されておらず
クローン個体である可能性が高い。

年まではアマモ場の局所的な回震災後、2014
年の船上目視観復が報告されていたが、2015

以浅の広い範囲において、察では、水深 50cm
が分布 高被（被度 ていた。100％）アマモ していた。

リ漁場だっ度のアマモ場はこれまでアサ た区
アマモの被度は域にも出現 また、ている。している。

ず花枝は確認されて高 たものの、くなっ ておらず
クローン個体である可能性が高い。

震災後、2014 年まではアマモ場の局所的な回
復が報告されていたが、2015 年の船上目視観
察では、水深 50cm 以浅の広い範囲において、
アマモ（被度 100％）が分布していた。高被
度のアマモ場はこれまでアサリ漁場だった区
域にも出現している。また、アマモの被度は
高くなったものの、花枝は確認されておらず
クローン個体である可能性が高い。

仙台湾北部の大規模な潟湖。津波による撹乱
は軽微だったが、地盤沈下が大きく、干潟域
がすべて水没した。アマモ場は震災後衰退し
たが、2014 年以降回復してきている。

仙台湾北部の大規模な潟湖。津波による撹乱
は軽微だったが、地盤沈下が大きく、干潟域
がすべて水没した。アマモ場は震災後衰退し
たが、2014 年以降回復してきている。

震災により、万石浦のアマ
モ場面積は 16% 程度まで
減少した。2013 年調査で
は黒島の西岸周辺とそこか
ら少し沖で点生が確認され
たが群落形成には至らず、
2014 年では岸そばの浅所
でアマモ場がみられるのみ
であった。2015 年調査で
は震災前には及ばないもの
の、110m にわたるアマモ
場の回復がみられた。

大浜地区の干潟は地盤沈下でほとんどが水没した。猪落
地区では潮上帯であったところが潮間帯となり、底生動
物の新たな生息場所となった。2014 年には、これらの地
区で震災前と同程度の種数が確認され、また県内での分
布は稀なカワアイが多くみられた。万石浦の固有種のマ
ンゴクウラカワザンショウは 2014 年以降には確認されて
いないものの、2015 年調査ではツブカワザンショウ、サ
キグロタマツメタ、アラムシロ等のほか多毛類も多くみら
れ、万石浦全体として干潟生物は回復傾向を示している。

いの どし

猪落地区

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

生態系監視調査 ( 干潟 )

生態系監視調査
( アマモ場 )

※アマモ場の分布図は2012年の衛星画像を判読し作成されたため、現状 (2015年 )の高被度なアマモ場の分布は本マップに図示されていない。

 さわ   だ

沢田地区

浜市のハマナス群落（特定植物群
落）は津波と地盤沈下で消失した。

桂島では砂丘植生が回復していたが、
野々島では、防潮堤の建設により、砂浜
と後背湿地の連続性が大きく遮断され、
砂浜と砂丘植生は消失した。
[植物]ハマナス、マツナ、カワツルモ、 [鳥
類 ]クイナ、ミサゴ、ハヤブサ、[ 爬虫類 ]
クサガメ、[ 魚類 ]ミナミメダカ、[昆虫類 ]
リスアカネ、ゲンゴロウ等の希少な動植
物の生息・生育が確認された。

干潟調査（2015 年）では松島湾全体でマツシマカワザンショウやイボウミニナ等の
希少種を含む　101 種が確認された。調査地点では周辺の堤防工事等の影響はほ
とんどみられなかった。アマモ調査（2015 年）では、震災後アマモ場が消失した
箇所において点生するアマモが確認され、2013 年調査時より被度が回復していた。

松島湾奥は津波の影響
が少なかったため、干
潟はほとんど撹乱され
ず、ウミニナ、フトヘ
ナタリ、オオノガイ等、
希少な貝類をはじめと
する干潟の生物が生息
する。

浦戸諸島の北部 ( 野々島～朴島 )
では、ツボミ、ウミニナ、アカ
テガニ等の希少な干潟の生物が
生息する。

野々島・うるし島の北側には干潟
に泥底も残存し、アマモが多い。

砂浜、残存樹林、湿地といった環境の
まとまり。砂浜にはスナビキソウ等の
砂丘植物が生育するほか、内陸の水路
でツツイトモ等の水草がみられる。

干潟や湿地、非耕作農地等、様々な環境の
まとまり。湿地に生育するミクリ、チャボイ、
イヌタヌキモ、干潟に生息するハマグリ、
マメコブシガニ等の希少な生物がみられる。

桂島のクロマツ林は、樹齢250年(推
定 ) の発達した林であったが、震災
以前より松くい虫被害が見られ、震
災後津波により大きなダメージを受
けた。砂浜ではハマナス等の砂丘植
物が生育する。

州崎浜池沼群落の水生植物群落は
津波で湿地面積が増大したが復旧
工事で池沼は消失した。

ハマナス群落や相当数の砂丘植
物、塩生湿地植物が残存する。防
潮堤工事にあたっては、環境アド
バイザーと協議し、ハマナスと砂
丘植物を表砂ごと移植させる等の
保全対策が実施されている。

砂浜と砂丘植物が残存し、松島以
北で残存するものとしては県内最
大級のハマナス群落のほか、汽水
性の水草も確認された。防潮堤建
設の際は移植や工法の改善等、環
境配慮が実施された。

野蒜地区のクロマツ林は若齢林
が多く、震災で倒伏・流出した後、
跡地は湿地化した。新たにでき
た湿地では希少な植物が確認さ
れたが、防潮堤工事で消失した。

東松島市の東名地区、野蒜地区
南部から宮戸島の浸水した場所
の多くで汽水性の水草 ( イトクズ
モ、カワツルモ、リュウノヒゲモ )
が見られたが、復旧工事の進行
と共に著しく減少した。

北上運河のクロマツ林（特定植物群落）では、
残存した樹林に多様な植物が生育していた
が、盛土工事によりわずかを残し消失した。

日本三景の一つであり我が国を代
表的する多島海景観の場。津波被
害は他の地域に比べて小さく、ア
マモ場は縮小したものの、藻場、
干潟に加え、砂浜（砂丘植生）、
残存樹林、湿性草原など陸域の重
要な自然のつながりも多く残存す
る。特に干潟は津波による撹乱影
響が小さかったため、震災前から
の底生動物のソース群集を維持す
る場所として重要である。

松島の海岸林
( 特定植物群落 )

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

重点地区調査
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東名地区
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寒風沢島

  の     の　しま

野々島

かつらしま

桂島

   は     た    さき

波多崎

松 島

生態系監視調査（干潟・アマモ場）

 しお  がま

塩竈

なる    せ   がわ

鳴瀬川
なる    せ   がわ

鳴瀬川

   の   びる

野蒜地区

ミクリなど希少な湿生
植物が生育する。

震災後、荒浜や蒲生の一帯は非耕作
農地が広がったが、復田が進み大部
分が消失した。2015 年時点で帯状に
残るこの区域も県道 10号の移設地
にあたるため、近い将来には消失す
ることになる。

震災後、植林の 8割が消失し、
元の植林地は 1割のみが 2014
年時点で残存し、残りの多くは
樹林跡地に変化した。一部にニ
セアカシアが侵入している。

震災後、植林の 8割が消失し、
元の植林地は 1割のみが 2014
年時点で残存し、残りの多くは
樹林跡地に変化した。一部にニ
セアカシアが侵入している。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

蒲生干潟と一体の七北田川には湿性草原（ヨシ
原）が残り、水域とヨシ原がまとまりをもって分布
する。[植物 ]ハママツナ、ハマナス、アイアシ 、[ 鳥
類 ]オオソリハシシギ、アカアシシギ、オオセッカ、
[ 昆虫類 ]マダラヤンマ、ヤマトマダラバッタ、カワ
ラハンミョウ、[ その他無脊椎動物 ] アリアケモド
キ等の希少な動植物が生息・生育する。

重点地区調査

2013 年のガン・カモ調査では、コクガン
やクロガモ等 15 種の鳥類が、2014 年のシ
ギ・チドリ調査ではシロチドリ等 14 種の
生息が確認された。

モニタリングサイト1000
（ガン･カモ類、シギ･チドリ類）

2014 年、2015 年調査では、アシハラガニ、コメ
ツキガニ、イソシジミ等干潟を代表する底生動物
や、ヨシダカワザンショウ、フトヘナタリ等の希
少種が確認された。2014 年調査でみられたヤマ
トシジミは 2015 年時点で確認されなかった。

生態系監視調査（干潟）

干潟やヨシ原、砂浜等を含む潟湖状の湿地で、ハマ
マツナ等の塩生植物やカワラハンミョウ等砂浜に生
息する昆虫類、シロチドリ等のシギ・チドリ類や渡
り鳥等、希少な動植物が多くみられる。津波により
壊滅的な被害をうけ、その後豪雨や導流堤周辺で
の砂の移動等の影響もあり、環境は不安定である。
砂丘植生は比較的早く回復傾向がみられるものの、
干潟生態系の回復はまだ時間がかかると思われる。

蒲生干潟

林野庁では生物多様性保全対策エリアを設定し、海岸
防災林の復旧にあたって生物多様性に配慮した施工を
実施している。この区域は、海岸林と海岸エコトーン（海
と陸、河川が出会う境界領域：生態系の推移帯）の自
律的再生を目指す場所として保全されており、仙台湾岸
において砂浜海岸タイプの自然環境が連続して残存す
るエリアとして極めて貴重な場所である。オミナエシの
群落や、イヌセンブリ（湿生植物）、カワラハンミョウ（海
辺の甲虫）、リスアカネ（トンボ類）等希少な動植物が
多く確認されている。

南蒲生 /砂浜海岸エコトーン

 なな   き     た   がわ

 おお ぬま

大沼

貞山運河は、治水や利水機能に加え、
歴史、環境、景観等の魅力を有する
土木遺産として知られる。震災後、セ
ンダイハギ群落やハマハタザオ等希少
な植物が確認されたが、堤防改修工
事が開始され、現在の生育は未確認
である。宮城県による「貞山運河再生・
復興ビジョン」のもと、環境配慮が
実施されている。

貞山運河

川沿いのヨシ原は面積
を維持している。

震災後、大沼周辺は浸水で非耕作農
地を中心に湿地が広がり、ミズニラ、
ヒメシロアサザ、マルバノサワトウ
ガラシ等の希少な湿生植物がみられ
たが、2013 年以降そのほとんどが
復田等のため消失した。

海岸ではハマナス群落が大きな面
積で残存し、ハマニガナやハマボ
ウフウ等の希少な砂丘植物が生育
する。防潮堤工事を進めるにあた
り、国土交通省は希少種の生息・
生育状況により保全対策エリアを
設定し、施工計画の調整や表土の
保全等を実施した。

砂丘植物保全の取組

仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂浜植物
群落 ( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の砂浜植物
群落 ( 特定植物群落 )

蒲生の塩生植物群落
( 特定植物群落 )
蒲生の塩生植物群落
( 特定植物群落 )

カワラハンミョウ、ヤマ
トマダラバッタ等の海浜
性昆虫類が生息する。

井土浦の塩生植物群落
（特定植物群落）は津波
により壊滅したが、砂丘
植生はほぼ無植生の状態
から再生したと思われる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

砂浜や干潟、湿地、残存樹林、非耕作農地等の多
様な自然のまとまりがみられる。震災前は、貞山
運河に架かる橋が近くにないため人の出入りが少
なく、原生的な海岸風景を残す貴重な場所であっ
た。震災後、潟湖状態に戻ったが、2016 年現在は、
名取川への開口部に砂が堆積し閉塞している。

井土浦

東谷地のヨシ原は津波で消失し、干潟に変化し
た。貞山運河の堤防が破壊された箇所から海水
が出入りしており、シギ・チドリ類や底生動物も
みられることから、井土浦と井土東谷地を一体の
干潟生態系として保全することが学識者等から望
まれている。これを受け、宮城県では貞山運河の
護岸復旧に際し、井土浦と東谷地が通水可能な
構造を採用する干潟環境の保全を計画している。

仙台市井戸東谷地の保全計画

海岸側は、2012年は裸地の面積が多かったが、
2013年はホソバノハマアカザ、シオクグ、砂丘植生
が繁茂した。2014 年から2015 年度調査では塩生
植物が衰退・消失する一方で、ヨシの繁茂を確認
した。内陸側では、小パッチの植物群落から、単
一のササ群落、ススキ群落、セイタカアワダチソウ
群落、ニセアカシア群落への変化が確認された。[植
物 ] センダイハギ、オオクグ、[ 鳥類 ]ミサゴ、 [ 昆
虫類 ]ヤマトマダラバッタ、カワラハンミョウ、[そ
の他無脊椎動物 ] ヤマトシジミ、アリアケモドキ等
の希少な動植物が確認された。

重点地区調査（井土浦）

井土浦では、震災後干潟の生物の生息種数は減
少したが、その後増加傾向にある。2014年調査
では、希少種としてヨシダカワザンショウ、オオノ
ガイ、アカテガニなどが確認されている。フトヘナ
タリは井土浦では確認されず、井土浦から津波で
流されてきたと思われる個体が井土東谷地で発
見された。2015 年調査でも環境は変化せず、希
少種を含む多様な種がみられた。

生態系監視調査（干潟）

ヨシ原、干潟を有する湿地で、希少な種を含むイ
トトンボ類が生息していた。津波により東側の干
潟とヨシ原はほとんどが消失したが、西側の砂泥
質の干潟は多くが残存し、ヨシ原も小面積でみら
れる。中洲では泥底は流出し、津波後は砂質と
なったが、最近は干出面積が増大傾向にある。

広浦

2014 年調査では、希少種としてヒナタムシヤドリ
カワザンショウ等のカワザンショウ類、サビシラ
トリ、アリアケモドキ等が確認された。2015 年
調査でも環境は変化せず、希少種を含む生物相
は維持されている。

生態系監視調査（干潟）

防潮堤の海側と内陸側に砂丘植生がわかれてお
り、海側では本来の砂丘植生が、内陸側ではメ
マツヨイグサ等、荒地に見られる多年生草本を
含む砂丘植生が分布していた。非耕作農地は造
成後、ビニールハウス群となり、植林跡地は大
部分が盛土され、新たな植林地となった。[植物 ]
アイアシ、 [ 鳥類 ] シロチドリ、 [ 昆虫類 ] マダラ
ヤンマ、ヤマトマダラバッタ、 [その他無脊椎動物]
アリアケモドキ等の希少な動植物が確認された。

重点地区調査（広浦）
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非耕作農地でヒメシロアサザ、
ミズアオイ、ミズニラ、ミズ
オオバコ、ツツイトモ等の希
少な湿生植物が多く確認され
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が消失した。

がみられる。

非耕作農地のまとまりが
みられる。
非耕作農地のまとまりが
みられる。
非耕作農地のまとまりが
みられる。

のまとまりがみられる。りがみられる。とまのまとまりがみられる。
植生（ヨシ原）、開放水域
のまとまりがみられる。

た。湿地としてのポテンシャル
が高い非耕作農地のまとまりが
た。湿地と てのポテンシャャルル。湿地としてのポ
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100 年前は湿地・河川等であっ
た。湿地としてのポテンシャル
が高い非耕作農地のまとまりが
みられる。
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増田川
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増田川

広浦の南側では震災後、残存樹林や湿
地、草地など多様な撹乱環境が存在し、
ツツイトモ等の水草や、マダラヤンマ
等のトンボ類がみられた。林野庁では、
生物多様性保全対策エリアを設定し、
海岸防災林の復旧にあたって、生物多
様性に配慮した施工を実施している。
この区域では、盛土による植林地の西
側に盛土を取り除いた生物多様性配慮
ゾーンが設置されている。

生物多様性保全対策エリア

 てい ざん  うん が

貞山運河

海岸では、砂丘植生が残存し、ハ
マボウフウやハマナス等希少な砂
丘植物が生育する。防潮堤工事を
進めるにあたり、国土交通省は希
少種の生息・生育状況により保全
対策エリアを設定し、施工計画の
調整や表土の保全等を実施した。

砂丘植物保全の取組
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アユやサケ、シロウオ等
の回遊性魚類が利用する
一級河川。河岸には広い
湿地が連続し、マダラヤ
ンマ等の希少な湿地の生
物が生息する。

震災後、海岸林の後背地
が塩性湿地となり、その
後貞山運河を通じて汽水
環境が維持されため、オ
オクグ等の塩生植物や、
エドガワミズゴマツボ、
クロベンケイガニ等の干
潟の生物の生息・生育が
確認された。残存樹林で
は希少猛禽類の生息も確
認されている。貞山運河
の護岸復旧工事等に伴い
汽水の出入り口は閉ざさ
れたが、希少植物の移植
や猛禽類の営巣木となる
高木を残すなど環境配慮
が実施されている。

カワラハンミョウやヤマト
マダラバッタ等の海浜性昆
虫が生息する。防潮堤工事
にあたって宮城県が表砂の
保全や希少種の移植等を実
施した。

非耕作農地
のまとまり。
非耕作農地
のまとまり。

希少な鳥類や昆虫類が
生息する残存樹林群。
希少な鳥類や昆虫類が
生息する残存樹林群。

鳥の海の生物相は回復傾向にあ
り、震災前との共通種が漸増して
いる。ニホンスナモグリや希少種
のサビシラトリのほか、2015 年調
査では中洲が広がり、マツカワウ
ラカワザンショウ、サキグロタマ
ツメタ、ハマグリ等も確認された。

汽水の潟湖であり、干潟、ヨシ
原、残存樹林、後背湿地等の重
要な自然のまとまりがみられる。
震災後、津波で撹乱を受けたが、
海側の砂浜や潟湖のヨシ原は
徐々に回復している。中央から
西側では、干潟の多くが残存し
たため、底生動物は震災前と変
わらず生息している。シロチドリ
やキョウジョシギ等、多くのシ
キ・チドリ類が利用する。

仙台湾沿岸の砂浜植物群落
仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

生態系監視調査（干潟）

鳥の海

 てら しま   ち     く

寺島地区

   あ     ぶ   くま がわ

阿武隈川

蛭塚公園では、新たな
湿地や干潟が形成さ
れ、ウミミドリ等の塩
生植物やカニ類の生息
がみられた。復旧工事
では、湿地での盛土を
回避し、鳥の海との通
水を維持することによ
り干潟環境の保全が実
施されている。

鳥の海　蛭塚公園

 とり   の   うみ

鳥の海
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